
〇 〇 〇 〇
監 特 特 特
査 定 定 定

平 公 調 調 調
成 表 達 達 達
十 第 道 契 道 契 道 契
四 四 監 約 教 約 教 約
年 号 査 に 育 に 育 に
六 委 係 庁 係 庁 係

北 海

〇 〇 〇 〇
一 特 公 軽
般 定 募 油
競 調 型 引
争 達 プ 取

道 入 道 契 札 ロ 税 公
教 札 旭 約 幌 ポ に
育 に 川 に 医 ー 係
庁 よ 土 係 科 ザ る

道 公 報

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
空 西 道 公 家 特 土
知 い 路 共 畜 定 地
中 ぶ の 測 伝 調 改
部 り 区 量 染 達 良
広 廃 公 域 の 病 契 区
域 棄 の 実 の 約 が
連 物 決 施 発 に 管
合 処 定 の 生 係 理

第

〇 〇 〇 〇 〇
土 大 平 特 産
地 規 成 定 業
改 模 十 希 廃
良 小 四 少 棄
区 売 年 野 物 告
の 店 度 生 処
定 舗 ク 動 理
款 立 リ 植 施

号

毎
週
火
・
金
曜

月 員 る 上 る 渡 る
十 公 入 川 入 島 入
八 表 札 教 札 教 札
日 の 育 の 育 の

公 局 公 局 公
告 告 告 告 告
示 示

火

曜

日

石 る 木 る 大 ル 特 告
狩 道 現 落 学 の 約
教 有 業 札 告 実 業
育 財 所 者 示 施 者
局 産 告 等 の の
告 示 の 取 指（
示 土 公 消 定
地 示 し の
・ 取
立 消
木 し
・ （
建 二

の 理 表 通 る す
規 広 知 落 る
約 域 札 土
の 連 者 地
変 合 等 改
更 の の 良
規 公 施
約 示 設
の に
変 係
更 る

管
理

の 地 ー 物 設 示 目
変 法 ニ の の
更 附 ン 指 設
の 則 グ 定 置
認 第 師 に
可 五 試 係
条 験 る
第 の 許
一 実 可
項 施 申

請（
変 の 次
更 内

日
発
行

物 件
） ）
の
売
払
い

（
情
報 （
基 税
盤 務
課 課

規
程
の
認
可

（
土（

建 地（ （ （
道 設 酪 農 改（ （

市 市 路 部 農 産 良
町 町 整 総 畜 園 指
村 村 備 務 産 芸 導
課 課 課 課 課 課 課

） 容
の の
届 概
出 要

等

（
土 （
地 廃（ （ （
改 地 食 自 棄
良 域 品 然 物
指 産 衛 環 対
導 業 生 境 策 発行
課 課 課 課 課

北 海 道
（総務部法制文書課）

一 一 一 一
三 三 二 二
四 二 九 五

３

見

見この意及意

意境所

産全書施書

書の保見び
はの、

提業上に設は

の
出廃の

） ）

一 一 一 一
二 二 二 二
五 四 四 三

２

成

産廃第縦縦平

法アイ

覧北室覧 業ポ
廃リ条の海蘭の
間６

棄塩第場道市期年

物化２所胆市

） ） ） ） ） ） ）

一 一 一 一 一 一 一
二 二 二 二 二 二 二
三 三 三 三 三 二 二

平申室株産室産廃に
２

定
棄 成請蘭式業蘭業規

者市会廃市廃物
る
の 年の茶社棄茶棄す

６住津日物津物

） ） ） ） ）
電話

一 一 一 一 一 ペ
二 二 二 二 一 ー
二 一 〇 〇 九 ジ 印刷

条次１

棄１おと平申

廃第なの

の請

物項、お成請申

のの産り
６要月

処規業で年概年

に棄る月日

理定廃あ

－ －
（内線 ）
－ －

富士プリント

第
示
告
道
海
北

物地意類海

棄見、種北

理ら書記知

処か見を道

設意提の

施のを載事

設書す、便

の見出上郵

に提者活号

置をる生番

関出の環

しす氏境

項及振民月

、る名の－

処ビ
理フ及び支生
地部か

施ェび時庁活日

にル３域環ら

設ニ第間
に策室月

お等項政境７

い
て規部廃

理す境物ま

処定環棄日

る申活策

する生対で

処町処廃
処

産請課課日

製理２理ポ
理 月所町本
番鋼施番施リ
及 ７、４
称地所設地設塩
び 日名

種ビ
掃 及室の１の化

清
関 代製置類フ

に び蘭設

る 者所場ニ
す 表作のェ

締の
律 氏取等

法 の所ル
行 役分

施 名

及
びよ物。

に産施

掃、理

清り処日

許

る棄置

す廃設

関業設
理申

律処可

法物
設
和設書

昭施請

号

告

利こ及保

害とび全
蘭

係で所の室

関が住上
幸

有るび地市

をき並見

る産ら町

す。にか

一 者業の９

一 は廃意番

九 、棄見
理述北

海処記

北物を号

午午及

廃等日

業書曜

道

９９土

物縦前前び

棄の

かか日

種の時時曜

の覧
、午午除

所ららを

類場

時）

間５５。

時後後く

及時

び

請長施
令 申所解

期分分

住村

和 の野

昭 者設
第 氏令 は雄政 又英

年 所
名
）

第
）

号

律可
法許下

年置以
請請 第申申
が書

道 以
っと海 。

あ」北 号

。事

。う知 下
たい

内 と

の堀 」

） 法

示

こ胆

事設る道

知施す海

活置。支

生設と振

にの

条
７

でで

間まま

環場庁

第

）

概達 。

の う

容 い

の
号

は
等也 第

要
、



ー１

グ成験学そ

ン平試ア

ニ

地試れな 師

地れ、 科 試年及験ぞお

試 を月試は同道

験６び
験、表外 次
の日場次左に

北 海

北

ク

２３

道
海

リ 指当こ指北

告ー 定該の定海

示ニ の種たす道

第ン 理はめる全

グ 由、、区域

業 希そ域

号

性譲

法 少の

道 公 報

物物物物

植植植植植植

バチ

キユウユキヤ

物物

ギバッバナラ

リウルウ

シリプリノン

第

分植 海に平特

北定
規１

希類物 道よ成定

希り
野次６野種ヒ 少、年少
動カ 生の月生ダ
ソ 動と
植お日植

号

道
海

北

地

告 域
平示 政
成第 策
十部

四環

年号 境

六

表に所

と所験の欄住

生

す

実右げ有

りの掲を

お

掲と受

すに市る

施欄る
。に

るる者

。げす験

る

のて

所い

健つ

保

採を

和 らし

昭 か渡
る

律 れす

法 さ視

年 取監
危必

第 る
険要

７

ある第

があ）

性が号

ウウツ

ソコソソア

るた

ララ

ウ
ソ

ラリ

クモ

ウザ

ンクルルンン

キサウウ

ウソププ

ポラッッ科科

科科

科科ウウ

ゲウソソ

の特に

物り物名ウ

少す名 護希定和 保定指

科キ す生種

関野る） に

ウ 例物ポ 条植ン る動名

ゲ を
成定名科 平指

月活

十課

八）

日

成
平

に
年

火

月
８

曜

日
１

日

に市

域幌

区札

管、

所は

知をる

道所す

海住と

北

条

者
験
受

堀る
す

事有。

す項

で定１

物指第

植め

に

の定

。も規

るるの

あ

成
平

。、

るり

あよ

で

し

北

海成
北平

年、
道

事

第月知

例９道

条年海

施
第ら
）か堀

号日
４１

着
到
に

で
ま

）
木

条行
８

つ

達に

す
出
提
う
よ
る
す

４
、
て

也い
溶校

実洗学

アイウエ受

機薬洗
剤教 験

のに並物の育 地物械品

処よびの回法

リ
ク

度
年

品洗洗洗け洗洗洗

薬石
ん

２３

に

公洗

学実学

試試アイウ

験験衛
生の

法衛物 科地科生衆

の
項。也

５る
第す達

規

地 験地 函帯試験
実試

イ

。
と
こ
る

所び 館広場及

るに種収 試資

験幌

試札

理

に法格和

に洗石類方昭

け 験関
す物んよ

技処び区法

るの及る年

方剤の第

能理溶分律

法に方
洗第

る）

よ法号

にに

よ物物物及物物物

溶使使使

るにににびに

用用剤用用用

洗使使使

用

るる

物すすすにすすす

る石石石

のるるるよる

品品洗けけけ

処薬薬薬

んんん

理品
貯適物及及及

方ののの

溶

別蔵応のびびび

法鑑

理剤剤剤

方及性処溶溶

にに処 試試試 期科

法び

験験目験すすに

関関理

識識る

知知す

るる関

日

試識

成科知

平学
格

月合
８の

年験

場

、験 市市は試 試

日者

立広験所 滝留市帯受験
に、 、、函、者は 川萌
川内、路対学 深稚館釧

島根、試 、、渡、し科

にの 蘭見、室別験 室北
苫網差び送合 、、江及

幌
札

地市
小走及中付格 市
川

旭
、
市
樽

小
、 保市

方す

理定

処規

のに

物条

貯適

取方ののの

者

法る

方及性

方別蔵応

扱法鑑

に

法
方
扱
取

法び

法

す
知

通
に
別
、

）し
火対 るに 牧及び標す者

。
る

浦紋雲の学対 、び八津

各保試、 河別の各科し

通に 静各保健験別 、の

知 、健所知通 内保健所

。 、よる 川にす 上所書

健、
別
江
、

知 寄通 名り

倶
、

歳
千

一知 二安 〇

野。 良る 富す 、
内
岩

、
、
沢

見 所岩
、

、



り域

平

大大なの月

規規お生

模模、活日成

平 小小同環ま

成 売売法境で年

十 店店第のに６

四 舗舗８保北月

年 立の条持海

六 地設第の道日

北 海

北 ７８

海 章

道 受１又学受

告 科 万 受は験

示 験験署願 試第 資名書 円 格手に験を に

通 をよ受 相号

す消し 知 当 証数り理

道 公 報

６

平で験履写年

ま添受生

書日 付 成の願歴真月

受

消書 付
７のは願び

年印に出及

次６影

月あ、前撮 期書
る

第

５

札道な

験提り

受アイウ

願札の

に用、

書幌道幌外専お

保、住郵受 出 の市立市

願

出旭健旭所便験

提、

先川所川を番

号

規

国中リに

旧旧ク項
２

校ンす

学学ニ定

民等ー
業者

令令グる

校

月 法置２た胆

十 者項め振

八 平かの配支

日

変定す商

成ら規慮庁

法に基き労

年更にべ工

律つづ事働

火

て、に光

第いき項観

曜

）出該いに

号届当つ課

日

料印書た す

附が大て到

面 類るき 額 書すと る る

こは
験 海

業。試 北 卒と、 の

等そ 入

書所 収

明場 道

証

を を

他 紙

）の 証

書月月

間日も類のか年

の
）限を内を

月に類以日

ら受付脱載

かり添に記

けす帽し

けこても

日付るした

）。。半）

月ると上の

又市有号書

でを

ま）身

び、は、すは

及先市

、 受函支函る

海

付館所館者－北

期市市に

道 間及及あ

福

小小て健

びびっ）保

に北部

市市、祉

樽樽は

く所道品

除住海食

を

行

和和施

昭昭法
一

令令の

勅勅則

年年規
部

第第
号を

よよす にに正 ））改 号

見す

則あ規意着 るるる

有よ

５た小をる

第っ模

提海

第店すう北

条。売

す知

項を者出道

１舗る
書こ

規置、る事

の設は
者にが

にる面と堀

定す

受

、そりき

りがよで

よ

所

学 の

た 書

し 願

載 験

記

に

知 所

通 箇

験 の

試 定

科

撮

付 う

送 ょ

を ち

書

る札

よ手

にた

送し

郵影

平そ

、、

はし

合と

場形
裏

成の

内有健生

道を保衛

年面

部び

住る祉及

にす福課

有あ品保

をに食各

所者
課で

るて生所

すっ衛健

のす

あそ布

に、配

者は

民等則 国中規

て市る

っ

学
のの和 校校昭 学
２

を課生 科の厚 等年年 高
し終第 了を令 修程省
わ

成。

次の平る達

っ号 た

也

の周

と辺

ウ
お地年

規大来

大

が更更

模規変変客変変

。 、

る し

す 付

小模更更

小株

印
後 会業会 更 式売式 変 株

名

月氏

７に

小北エ 大は
て
イ

日、

模表更売海ー 変規代変

の。
後小者前業道株 更

寄所

最健

、保

は

更大

大名登代登変

氏ア

規別表別
よ模更

模温取市し規変

ケ役別う小前

小泉締登

１

第
則
者附
た） 者

売
市

事規エ別

出大イ登

届
売グ歳

の小ー千

項模ロ

））

売小前後駐前後

概

午午場午午

店売））車

９

の舗前前を前前

舗店

９利９ 施に

か

設お時時用時時

す のいか

こか午

運てら分る分ら

売後らとら後

営小午か
午が午８

方
法業

ま

にを時後で後時

関行ま７き

たうー

き行テ ） 社を社

名笠

氏小

わのー

が者オ
館

室８住函

称
名

は
又原

会 ）売の）をス式

蘭号

舗名うパ社 イ店氏行ー
ー ーおのマ ロに者ー エ

小又ッ ロて名ケ グい氏

イ 幌業名ダ ブ売はト ー

目 う住札丁 店行
別を称

す店北

店ー温と売）

幌

ル森町る舗海

舗ブ加泉
事内道

を
設株

項のス

地 す会人名ー 番 置式公

氏ー

のマ

者ー

る社称パ

要店ロ町
はト

又ッ

名ケ

４

名幌目

のブ丁

舗ー１
１

所－

び地

及店番

称別

すうで時る時で

地
在

時 る者
項開ま帯ま

事の分間分

及
刻
時

店でで

一 び

二 閉

一

３

前町

御港

市市

刻
時

店

２目

町丁

水
丁
目番

１

者

表 表表

代代代

番所号

氏厚番 の市６
別

称東 名別 は厚 又区号 名

代代 所
住所３ び条 及２

及エ

称イ

名ダ

び表表 並

に
び
並店

所別

住幌

びー

者 取北取小 っ
あ
に

人
法

浩氏

役役原 の 締川締笠 法締田 に者取吉

一名正

て

っ
あ名博 に

氏 人役 の

の
者
表

代
は



の 北

土定 海

款平 道

の成

地 等

告改 そ縦に

変 示良 の覧つ

更年 第

を６

法 他にい
つて

認月 昭 いは

可 号和 て登
は別し日

北 海

前

縦北北縦平す縦午

関
法時９

覧海海覧成る覧

場道道期
６か

所経胆間年律間時

済振

和午

部支月昭ら

地庁

道 公 報

出成出

ウ届平届

２３
書 大駐入年
６の

荷廃規車口月年等

のか月縦

さ棄模場１日

覧

ば物小

き等売自所

施の店動日

第

アイ
大

変平上

更成記大

規駐駐 規 す

模車輪 る年の模

売のの

年６変小小場場

に店店収収

月月更売

日

号

平
成荷
十さ変変
四ば更更
年き前後
六施））

別問

法 登へ。
年 、市た

に合

第 市い

律

対わ
もこ第

てる）

しせ号

協と
頼２

依第

力。条

後 域商日

産工年５

業労火法時

課働）律

ま

観か第分

光ら

で 号 課

） 月
に
定

規 日

口

設保舗車出
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は 金

金 証

契該
当 の

、

開属
帰 札

に 入

道
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条 請査

約 申申審
契

た示 の のっを 類行項 書

北 海

る審

ウア

か条

者査申

し付のはを 条 当に件こ

申請 の 該
者般札ア請 ５ 調た一入
２ 物で競はかしの の 達
品あ争、らな

道 公 報

札の平格道

入次資
アイ

有行

にい成をが

参ず
すに北る指

加れ年すう

るも海こ名

第

達

調パ調納納

アイウエ

すナ要入入 をソを

達ー
物コる

るルす

号

１

成入

平
平札

成

に 年
十６

四月付
年す
六

は所
き場 出

方とす 提

日

郵北査郵北電

審
、

法先

請け便海結便海話

申な

教号

書れ番道果番道番

な育申育

類ば号教を号

の

庁 庁請 提ら
出な－石者－石－
狩 狩に 先い

け時 の

こ札方まれ 規 にる入地
に しと参自でば期 定 関

法めら よ 、。加治定な

条

求格施るな平 る 要資

件

仕の行とい成

様審令こ。

書査ろ年 付

記和よ月 般

に昭に６ 一
競り 載

者該道と競
の年、日 争

札

必す示入

に当告。争
に

要る第

なこ
。又す

北北北資と号関
指

道道道はる

海海海格

を

幌幌庭成名

札野恵平

白高南

高学等北止

陵等高年停

限所

等ピ品

品ン物期場

北

称タ仕

名ーの

のュ等

海海海海

及様平北北北

道道道道

び一等成

数式

幌幌幌幌

量年札札札札

札月東啓白厚

入８
高成石別 説

る

明日等高高高 台
月

事 十
八項

日

火

曜

海
北

日道

教 教通－ の。
指育知育

示北局す北局

画。道画

に海企る海企
務線 り札総札総内 よ道

作幌務幌

成市課市課

し中中－

た央央
条

書３３

請北北

申区区

か 入

類条

ウ７ で

件令のら 札

要政

に月 あ

等第

を
た。げ日 の

満号掲１ る

て下資で 、

し以るま で

い格 入
す 参

こ令有 に

る政を 札

事いか し

をとる 加

と」

て

学校道れ

等校学海さ

号こ

９い

第な

示い

校告

等

品
物
る
す
定
規。

にと

書学等等

）校校校

及月校学学学

。
る
よ
に
書
様
仕

求
要

び

大
長
局
育
教
狩

石
庁

育
教

出丁丁

提７７

を西西

内

イ

し目目

号る入す切係の

各す

る に。札落るり

額をてに 課 札 掲金額捨

に。う う

前うど よ

決 げ

ら第すの

明）か と

開

落財っ契要そ

イもア

者書 規札 入

札約 務 交て

の
入
購
の

の作 付則の 札

税入の入

イア

札入昭定札交

る明

札 以保和め説

保 下証
金年と書付

札

入開開入
入

イウエア

計
主

参 札札札に
札

相 税 の札 行
執
札入
入
ア

係算金当 事 定 るに加た
者 当 札るし額す 業 に 入

金を金 で た 及消た）る

て こ税額も額 あ っ び費

入 か は の等っを る

取該落札 免 、 公の当て
業 札 に扱金札書 税 入 告

に格記 者 書 定い額価に
す あ 記 る１と載 で に め

の 第時
に 有 決成
効

方要 第い な 条 定の 方お

項、 法法札否他 １て 入
に

の。 定規 アる 規に 限 の
りる 所し よす 場） に定

証

格 交者 定資 でた

納海ろ交

金 消を北この
に

納 税付道に付場 の 費
る則る関所

付 等す規よ
る 免 とこ第。す の 」

除 いと

項海海 、 う。号事北北
札教 付 ）以道道 納 。。

当幌育 方 相下

場日し
加 保

額財市庁 法

す

時所時金と
う
よ 証 日

番平とアイ者
る

同同、

号成郵。にには

） 送
年じじそ に
月者

よ －７。。の

る

北北

時
日所
び
及場 所

場
市庁

幌育
札教

道道
海海

さ 札未るる る 載 入円す
のでと を れ に満のこ か
入
わ 金 す端、。 問 た 関

に
、 に 条が札

ず 額 る数
加積 該 にる参見 当 件あ
るっ 額 反きすも 金 違と

た、者た の しは

契

す落 たを 付を め

入そは

価な 。者 定し る札 予有

。 制の る の者 す 格い と
内、 囲札 範入 のた 限し

央狩 は を務中石 等

で財

北育 政 む則区教 、 含規

条企 第 ）と３局 令 。」

のい
う西画

。７総

第目課 のの）丁務 分条

５７

に及

の
当北か 相び条

場
は 北積

合 日見

教た 平 道）っ

、 海火も

育午契 成

金 年 庁前約

石
教月 狩時額 ７

育消

央狩
中石

企税 ま

局費 日

西議 条会 ３局 北育 区教
７室

一

丁 二

目
郵

六

る 海
よ 北

に
送

は端消 の金 札の、 分約

無金税 にの 、数費 ５額

効額等 相

則 低規 最務
と当をに分

価第 の
格

る道第 す海ら

を条

額財

で

の則で
ま 上規
条 以務 方 着

務地 必

総び に

画及

合 庁
場 道

こ費

）消 の

課

階便
郵 ６

、 館
は 別
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ア

札
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付すナ
るル す
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キ
詳
細
は
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入
札

第

ウエオカ

所約本のの

契契日ここ

及札札

にの語入入

約名

び執 在 す続び及の

関手

るに日

号

で員す

落者成出

業構提
と

とる一こ

者あのる

札

期場 なか部

月 物

十 品

八 等限所

日

海

様平北北北北北

仕
の

道道道道

等成海海海海

道

火

幌幌幌幌

年札札札札札

入８幌

曜

陵栄西

札月西月西真稲

高寒 説

日 明日等高高高高

る品ン

事等ピ

項のュ
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称タ
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量

台

説
明
書
に
よ
る
。

務い国約は

事お本契行

貨、公

を称地て通は、

電用達す

当使調開

担、

る海便話す手る

す北郵
号言の

組道番番る続。

の育語停

織教号

及止 名庁

通が

称石－－び等

及狩

者し税

た申免

っをに。
が

落こ者

、る業

は出事
だと

定たる

決。い

札と
か落、

や、は

速しき

後

書学等等等等

校校校

及月校学学学学

よ
に
書
様
仕

求
要

び）校

。
る

貨有 － び教
所育り
得 在局北

る

線 総札内 画道。

地企海
務幌
課市
中－
央

消者同

に札共

条
３
北
区

消

等同体

税共業

費が企
の等

税体税

課業費

の企
でで事

者合税

業場免

事
るっ者

ああ業

開開入札

入税入

ウエア

金 札札下 に証

札以 札保

参

海話札入入

北電入
アイ

育の札札 教号行

道番執

契郵

イ

号
条 申申申査番

約 審便

丁
７
西

書行 請請項 請を

目

札を

資か条入格

イウア

し付に有

格道当に件こ

行調た一参す

の をが該

申

すう達者般加る

入 有

のを

税そ書

免、出

かて
事

にい成

札の平

入次
ア

参ず

保 加れ年

付 証 場日費 し納
消 加を

所時金とる
等 うす

税 よ

イ者。
い ると

と すこ
」

同、
。 。にには
う とア

。。の
相 じじそ

） ）同

額 者
当

場 庁

及場日 石－所

狩

び

育日所時 － 教

時 局
画北北番平

企
線海 総海号成郵 内

道送 務道

年 教 札に 課

月

幌よ －育－７

庁 市る

を 類っ
す

のた－ 示 のの
時方提と
場 出き

道

審海

、北

期法先は所

便海結札

平申な郵北査

書れ番道果幌

成請け

育申中

年類ば号教を市

６のな

庁請央 月提ら

ど

は る指物で競しか

札
入うう

、 こ名品あ争よ

関こ札とか

政 と競にる

第 入しと参すの

令 。争
札、。加る審

に要資者査
申 の 関求格はを 条
の

る様審ア請 ５ す仕の

名にらな ２

指書査かし
け の

該道

るも海

すに北

を記

要る第

必す示

に当告

者
なこ

道は

海格。又

北資と号

幌成

札平

稲

） っ
。 も

む 積
含 見

を の
契
の た
約

一 金分

二 額の

七 ５
税当
費相

消に

石 中場

区は 教北

央合 狩日

３平 局道） 北、 育海火

議育前 条成 会教午

西

年 室庁
石時 ７
丁７ 郵狩
送教分 目月

に育

者区

る企 海ま

よ局 北日

出な－石
狩に北 日先い

教通３ かの。
示北局す西

ら指育知条

画。丁

月に海企る７

７

幌務

日り札総目

１よ道

た央

し中

で成市課

ま作

定

停載まれ 規

請北

申区

よ

さ要定な に

止のでば

条

て等るな る

れ件めら

付

な満こ。 件

いをとい

てよ 般

こしに 一

いたろ
入

る、 争

。いり 競

と

等海

高北

北年
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こ

規
に
号

９
第

示
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及す
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す
定

に

場画 道で

費の
消上
方 課 館着

は務 別必

合総 庁

書３

階便こ

郵） ６の

、

し目

出丁

提７

を西

類条

の

前掲 る

事に あ

をウ で

品
物
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明でる
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購
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契日ここ詳

所約本のの細

の語入入は

続び及の入

手及札札、

に日び執札 在

北 海

ウ

成出約名

係の業構提契

落者 る

札で員すに
す 相 税者あのる関 に 課

か部とる 当 事とる一こ

業な

道 公 報

アイ

り

開号る入す切

そ各す
掲金額捨

札に。札落る
た の時決 げ額をて

の札
に 入係算金

に定 るに加

お

第

交て

落財っ契要

アイも
則札 者書 規入

札約 務 交

第 の作 付付

有 決成
効

号

ら入

イ
平入第札

成説 札
十明 条 保

四ま 証書
年で 金の
六

約は明

お本契行説

の交

公に

地て通は、書

い国
達する

使調開よ

、貨、
。

便話す手る。

郵電用
語停

号号言の

番番る続

及止

通が

－－び等

免務 る 者っをに。事 す
あ者し税を称 金 でた申
る業当 を るは出事担 額
札 免落こ者す北 入 か、

い組道 書 税札とがる海

者定たる織教 に 業決。

名庁 載 で後だとの育 記
や、は称石 す あ速しき

額

こ かか落、及狩 る る

た 及消た）

い当 札るし
額も

、っ 他び費金を

て

て こ税

には の等っ

告取該落

規、 公の当て
額価

す札 に扱金札

定入

と

資に めに格

る書 定い

る

を載 入円す

格記 る１

な 条 定の 場方

有さ 札未

所法法札否 １入 方要 第
定 北北アる 規限 のに 項

よ

道道場） に

海海の。
定

幌育でた り

札教所し
た

中石付を め

市庁交者

の

央狩す落

月定 納付

十め 付に

八る の関

日

項 ろ 、事 こ 除る と 免す
よ 付に 納

火

。 法る 方

曜

は
等

日

貨有

、

－り
得 北

る

幌線 札内 道。

海
市
中－
央

をに札共び教
条
３
北
区

在局 。 問消者同所育 と
ず税共業地企

わ費が企

見の企消総

、等同体画

も税体税課 積課業費務

合税 た業場免 っ事の等

金ああ業 約でで事 契者

ので

しれ に満の

るっ者

数入

い金 す端、

なた 関

あに のに 条が札

者額 る

と加 た該 にる参 し当 件

はる 札額 反きす 入金 違
た、者 、の し
財入そは

は端消 の 規札の、 分 務

北育。者 定

区教る札 予
る の

条企す 格

３局と 価
の

丁務限

７総。 制
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令
政

低
最
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内

囲
範
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第

西

則
規
務
財
び
及
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条

イ

目
丁
７

す申申申査

札有審

入を
か書行 請請

参る請を

に

免、出 のかて申 額

加

税そ書

分事のを

件こ

次資か条

アイウア

が該し付

の平格道当に

有行調た一
の い成を

入 ず
費 ５ 則

れ年すう達者般
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相 効額等
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入

アイウエ
入 をソを参
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３
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価
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札
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付
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．．
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審

る査、
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請成請け便海結

書れ番道果 かし

育申

らな年類ば号教を

け６のな

庁請 まれ月提ら

争
は に北る指物で競

札

にる入
、 も海こ名品あ

。争関こ札
政 該道と競

第 す示入しと参
令 当告
る第札、。加

に要資 こ

す仕のの と号関求格条
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はる様審５ 。又
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成名に２

平指

期場 物コるる

るルすす

所必
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品ン物者

仕な
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格
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入８幌幌別

量年札札当
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す
る
事
項
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示北局す
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こ。月に海企る

とい７
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ろ１よ道画。

で成市課

よま作幌務

に

た央

、し中

り

年停載規
ウ請北

の申区

件よ

海さ要に

北止の定

示いを条

告て等る
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し一

９いた付

第な満件

規。い競

にとて般

号こ

等

ると札

すこ入

定る争
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求
要
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。
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書
様

仕
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八

７
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掲類条
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資出丁
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入明で
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効
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入税をら入
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説 札以 札付札

明
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保ま
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費

第
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執

札入入開

入
アイウ

所
場

の札札札

号

道番
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契郵北電
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を庁
－石－ 示

月 い当 札るし

十 てた 及消た

八 、っ 他び費金

日 て こ税額

には の等

定入 告取該

規、 公の当

す札 に扱金

火

資に めに

る書 定い額

曜

を載 入円

格記 る１

日

な 条 定の 場方

有さ 札未

所法法札否 １入 方要 第
定 北北アる 規限 のに 項

よ

道道場） に

海海の。
定

幌育でた り

札教所し
た

中石付を め

市庁交者

。納付 証の 日

央狩す落

の関 め 等 う付に 定 税 よ

と 相 す免す る 」 時金と
額 イ者、事 こ 当 る除る

同、付に を には納項 ろ

。の法る む じそ方よ 含
見、

の のは

） 者等。 。

時
日所時所

び
及場日場

北北番平とア
）同

海海号成郵。に

道送 道

年じ 札に 教

月

幌よ 育－７。

市る 庁
中場 石

す

央合 狩日

狩

場教－ 所育
北局

幌務線 札総内 道画
海企

市課
中－

央

なた 関の

しれ に満

北
区

条が

者額 る数

い金 す端

た該 にる し当 件あ のに

しは 札額 反き 入金 違と

た、 、の

財入そ

札 予

は端 の 規札の 分 務

と 価

北育。者 定

区教る

西画る の

条企す 格

３局
目課の

丁務限

７総。 制

積政

低
最

で
内

囲
範

５
っ第 の
も令 分

た
に

額す７ 金当の 約相条 契

び る及

の規 税上務 費以財 消額

区は 教北

び入則 及

３平 局道） 北、 育海火

議育前 条成 会教午

西

年 室庁
石時 ７
送教 目月 郵狩 丁７

に育

道で

る企 海ま

よ局 北日

７
西

条
３

合総 庁に

場画

無金 に 第、数 ５ 則

目
丁

相 効額

協

条と当を

北

次な定 海

のおの平 道

と、適成 教

おこ用 育

りのを年 庁

一入受６ 渡

般札け月 島

を
格

価
の

．

地札第

保 方
費金か

消条 証

．．

オカキ

日ここ詳

本のの細

語入入は

館着

は務 別必

及札札、

エ

階便こ

郵） ６の

、課
ウ

出約名所約

業構提契契

る関手

で員すにの

者成
あの

落

切係の
る り

札

て者 に 課 捨

競にる 教

争係。日 育

入る 局

札調 告

達 示

以は 第

下、 ６
号

入

北

と月
」４
札年

い
道
教
育
庁
渡
島
教

び及の入

日び執札

本契行説

国約は明

通は、書

貨、公に

調開よ

達する

手る。

続。
の
停
止

部とるに 在 る一こす続

申免務い

をに。事お

か
出事担、

し税を称地て

者す北郵電用

る業当使
番る

とがる海便話す

こ

織教号号言

。い組道番

だとの育語

たる

及 しき名庁

す 業 金な 当 事 たと 相 税
を者 金 で ）た る 者 額っ

入 か っ、 を る もは 額 あ
札決 書 税 落札 札 免 て落

載 で 格後 記 者 価定 に 業

。マ道

う日海 す あ と速

渡

実シ庁

をケ育

）ラ教

る作教

すで島

施ュ

一 。成育

二 さ局

九

府
政平

た
れ長

育
局
告
示

等
が
有
り
得
る

通

、は称石－－び

。

落、及狩

貨 － 札共び教

者同所育

が企在局北
内 同体画道

共業地企海

業費務幌線 企消総札

体税課市

の等中－

場免央

る る すや
で事北

合税区

で消 と を のに こ か るか

札等

ず 入税

わ 、費 。 問
も 加税 積 参課 見 にの

、

で 契 者者 た る業 っ す事

る
す努

関
に

達
調塚

は

７

て申西

っ者条

あ業３ あ 約

のを目

そ書丁

、出 税免 の 費か 額 消る 金 、
等税

に分事



契北北

イ
条 申申査道道

約 審海海

書行館育 請項 請を函教

た美渡 示 の類っ市庁 を

の

北 海

エア

るか で条

者の

付のは審申 条 当あ件こ

査 の 該る
般札かを請 ５ 調こ一入

の 物。競はら申 の 達と

請 ２ 品争、

道 公 報

道当る

入次のい

アイウ

い成格が該こ

札の平資
を行調と

に
参ず

指物証

加れ年有う達を

も海る名品明

すに北す

る

第

達
パ調契納納

イウエオ

ルす
ナ要約入入 ソを

ー
コる

号

１
入

ア

平札調パ

成
に達ー

十をソ
四すナ 付

年するル
六

教 場 方提と原島 す

物コ

局

法先は所丁育

出き４

郵北査番画

審６企

、目
総

申な
請け便海結
教を課

書れ番道果号務

のな育申

類ば号
庁請 提ら

島に

出な－渡者

先い

でな 規時 に入地まし の

し参自定け期 定 関札方
法るば よ 、加治めれ に
条

求格施とな平 る 要資

件

仕の行こら成

様審令ろな

書査にい年 付
和り月 般

に昭よ。６ 一
競

記

、 載

日 争

た

者該道こ競にし
の年

。入し者

に当告と争関
あ

要る第札、で

必す示

に迅 なこ

すなこ

北資と号関速る
。

道はるアと

海格。又

をー

万成名タ

長平指フ

部

期場

等北止ー

高年停サ

ュ等間日所

ピ品
ン物期

平た契平北北

タ仕
ーの

道

一等成だ約成海海

様

道 し期 式

を９島雲

年、間年福八

札月算延月商高

入９予

高学

台説２の長２業等

る

×明日範す日

月

事
品ン

十等ピ

八項のュ

日

数式
び一

及
称タ

名ー

火量

曜１
月台

日

教通

当×

の。
海企る

示北局す

指育知

館務

り函総

よ道画。

に
申４

た原

し美

成市課

作

政のか 入

類６

書目

請丁

第及７ で

件令ウら 札

要

び月 あ

等
を

る 満号エ

し以掲ま で

た。に日 の

いる 入

て下げで 、
を 参

こ令格 に

る政資 札

証いす し

をと有 加

と」

て・

校道れス

学海さビ

９いテ

第なン

示いメ

告

の

規。ス

にとン

号こナ

校

品整

物が

る制

す体

定

２書か囲る等

と）校

校及ら内こ月学

び平で
平有

商要成、が

業求

得

科仕年成り

）様３
８。

書月年る

に
よ日月

るま

り校
た１

限
。を

。で日

の

を番

）
）科
価業

単商

提

ウ

し
出号

成出約

切係約業構提契

札で員すに

りる金落者

税の者あのる関

捨課額

と

し。か う

明うる よ

て

者第すう

た）ど

アイ

る

開号る入す

要そ各す

の札 掲金額

札に。札落

貸れ

賃さ

の備

決 げ額を

借て

アイ第
海 交交項月

落北１１契

財規た 者書 道の当

札約

該
当
に
度

定り の作 付付

開開札札

入入入

イウエ

書 札札札証明

札保説

入

金

こす

の札 行
執
札入
入
ア

とる一 た事

なか部とる

額者っをに。事 分 金業
）でた申免務 の
者し税を をあ

る業当

もるには出事担

免当落こ者す

っか相、

い組

落税す札とがる

て

金定たる織

札事る決。

名

格者額後だとの

価業

に加 の時

とでを速しき

るし

おに 入係算

に定 る

費金

てた 及消た

い当 札

て こ税額

、っ 他び
には の及

定入 告地該

規、 公び当

る書 定消額

す札 に方金

格記 る税１

資に め費に

方則よ単

決成 規にの

務
り価 定の 場

法法めを否

昭定） 方要

たも

和 所

入

北 北北ア定て

年予っ

道道場格札

海 海海の価
規 函教所

道

庁交月効

則 館育で１有

日場日、交
はの 保

第 市

所時金す関
除に
免付 証

平平アイ事
。る

るす

時
成成にに項

同同

海７７。。

北年年じじ

日所
び
及場 所

場

道月月

道
階 海

北４

時
函

あ入や、は称

市会 館号

共び

るる札か落、及

す

に消者同所

のか書に札

地

、問記費が企在

でを
す等同体

入わ載税共業
業費

に、るの企消

札ず
加積と税体税

参見こ課

っ業場免

すも。事の等

１でで事

者た者合税

る

を載 入円
は

しれ に下満

有さ 札以未

なた 関の

者額 る費数

い金 す消端

し当 件等あ のに 条税が

入金 違とと た該 に」る

、の しうは 札額 反いき

た。、 財

美渡付当な

入）そ

教るり札

号 原島すた入
単限

以 丁育。のに

。 ４
６企価る 下 目局
総の） 財 番画）。

務

者 則 課限た 規 号務制し
内札 い囲落 と範を 」の

教
庁
育日日

午で

教ま

島））

渡月金
必

局前に

育
企
総の

画時着

議
）に。

課送と

務郵こ

４
原室

美
る
番よ

６に
目送

丁郵

一

号場 三合 〇

月ああ業

道郵
海、

北は

たかて申

消当るっ者

、
の税そ書

税り免、出

費
に契事のを

等

は取端 の 規札のの 分 務
無い金 に 第、扱数 ５ 則

相 効額

最と 。で者 う

条と当を

のる 第低す ）
価。

便

、
は
合

場
る

よ）

条格

同
号 合

番 島
渡

庁
舎－



入次の

オア

平 納札の平資

成 にい成格

十 を 参ず 入四 加れ年有

年 すに北す

六 るも海る

北 海

２
調教調契納

入
アイウエ

約入 を用を に達育達

札

ソる

するーす

すパ要 付
物

道 公 報

．．

第

オカキ

．
．． 日ここ詳

本のの細

語入入は

及札札、

び及の入

日び執札

号

エ

場 き 在続
手

の

名所約
契

月 者該道こ

十 に当告と

八 所必す示。

日 要る第

なこ

海格。又

北北北資と号

道道道は

海海

火

島雲万成

福八長平

曜 商高部

業等高年

日

品ナ物 る期期
高学等北

項のコ等間日

等ル品 事

平た契平

称ピ仕

名ンの

びー等成だ約成

及ュ様

し期 数タ
量年、間年

文入９予を９

の長２

１書札月算延月

理明日範す日

月処説２

当

本契行説

国約は明

通は、書

貨、公に

調開よ

達する

手る。

続。
き
の
停
止
等

郵電使
、

て

称地い
お

に
る

道番番す

海便話用

北
育言

教号号
語 庁

及
び － 渡－
島

示

校告

学校道

等校学海
品
物
る
す
定
規
に
号
９

第

た用書か囲る
でと）

り）及ら内こ月

び平 の

平有

単台要成、が

価×求

得

）３仕年成り

校様３
書月年る
８。 商に
業よ日月

科るま
限
。を

）。で日

が
有
り
得

通

。
る

－ 教
育貨

局北
務館線 総函内 画道

企海
課市
美

借
貸
賃
の

６
目
丁
４
原

交交内

入落財囲

アイ範
則 明最 者規 説で

札務 札

該
当
に
度

書低 の 付付

保

入開開札
入入

イウエ

金 札札札証
札

契北北入

イア

査道道執

約 審海海札入
の札 項 請を函教行

条 申
書行館育

ア

申

あ件こ札資

で条入る

こ一参を

の る付に格申

番

と般加有請請

入

該

道当る当
い

イウエ

号
達を達

行調と調

が該こ

のの
第 う

決

交価

に方第 付格 条 定 場方

の す月 項 関所法法１ １
り 定

事北北アた 規 る当
よ

道道場の に

項海海の

定

館育で価 り

函教所単

日場日、
は 保

市庁交）

。
る

時所時金す
除
免 証

平平アイ ４

成成にに 階

同同

北年年じじ

道月月 会
海７７。。 号

美渡所 示 類っ市庁場 を
場

提と原島及 す場 のた
所丁育日所

出き４教び
北

審６企

、目局時

先は

総

郵北査番画

海 便海結

号教を課

道 番道果号務

館 育申

函

庁請市

よるのの は 。競しす

札
とど
時方 政 入うか

、 争

るか

第 参すう期法

令 札
加
資者の

請け の 格は審平申な 条

査成
書れ ５ の
審かを

のな ２
査ら申年類ば の

請６

指物証物

まし月提ら の

た関

競にしに

名品明品

札、で、

入し者し

争関
こ仕

関速る求

に迅あ要

指フ。書

るアと様

すな

渡付を め

をー記

名タに

教るっ 予

原島すも た

美
目局入 価

丁育。て 定

４
番画

６企札 格

総有 １

一 号務効 月

三 課な 当

一

議

限 単
に の
札 り

入 た

教
庁
育日日 室

教ま

送島））

郵渡月金
必 る局前に

よ育午で

に
場企
総の 合画時着

。 郵
課送と 、務郵こ は

島に

美 －渡者

）に

原

教通４

海企る目 北局す丁 育知

函総番 道画。６

館務
丁道

４海

原北 美
市課号

出な 規でな
かの。 に
定け日先い 定

７示 る
るばら指 よ

めれ

よ 件
こら月に 条
とな
ろな
よ。ま作 一
にい日り 付

た 争
、し 競

りで成 般

の

停サ載

ウ請 札
の申 入

・等

れス件

さビ要

止ー
いテた

なン満

いメを

て

る

。スい

とンて

こナし

の
。 ）

る 価

制と

体こ

の

よ） 便

の者
た 限

し 制
）

合
場 号

る 番

は

同

番合

６島

目渡
－、

る
び類 あ

及書 で

舎

号庁

げし

で掲出

に提 の
エを

た

さし

備明

整証

がを

、 て者

れ



．．．

北 海

エオカキ

契日ここ詳

所約本のの細

の語入入は

続び及の入

手及札札、

き日び執札 在

道 公 報

ウ

成出約名

係約業構提契

額札で員すに

る金落者

こす

税の者あのる関

課

とる一 事

なか部とる 業

第

アイ

り

開号る入す切

そ各す
掲金額捨

札に。札落る
た の時決 げ額をて

の札
に 入係算金

に定 るに加

お

号

落契要

を
平約 札
成

書 者
十と

四す作

年成 る

六。

お国約は明

に本契行説

貨、公に

地い通は、書

電使達する

、調開よ

て
す続。

便話用手る。

郵

言の

号号るき

番番
語停

及止

び等 － －

免務 の 者っをに。事 分
でた申
者し税を称 あ

、る業当

るには出事担
海

免当落こ者す北

か相

。い組道

税す札とがる

業金定たる織教

事る決

き名庁

者額後だとの育

入や、は称渡

でを速し

し額
る札か落、及島

あ

てた 及消た）

い当 札る
税額も

、っ 他び費金を

て こ
には の等っ

告取該落

規、 公の当て
額価

す札 に扱金札

定入

と

資に めに格

る書 定い

る

を載 入円す

格記 る１

の

有さ 札未

月

要 十
八否

日

火

曜

日

通が －貨有
り 北

得

館線 函。 内 道る

海
市
美

に札共び教
６
目
丁
４
原

局

をに消者同所育

か書

共業地企

問記費が企在
総

ずす等同体画

わ載税
こ課業費務

、るの企消

事の等

積と税体税課

見
た者合税

っ業場免

も。

っ者

月ああ業

１でで事

関ので

しれ に満の
当る

る数入

い金 す端、

なた

件あに のに 条が札

者額

違と加 た該 にる参 し当

しはる 札額 反きす 入金

た、者 、の

財入そは

は端消 の 規札の、 分 務

海

北学北

契納納等
アイ

番

士中

道道 約入入海校

１

号

達

札 成調調

平入アイウ

達パパパ
ソ要 付

年をーーーを に

月るナナナす

６すソソ

そ書

り免、出

たかて申

協

契事のを

の税

北

次な定 海

のおの 道

と、適 教

おこ用

平

育

りのを

成

庁

一入受 上

般札け

年

川

無金税 に 第、数費 ５ 則

相 効額等

条と当をに

予名パパパパ予

この
告

ソソ

契定称ーーーー

の

ナナナナ定

約時及ソソ

３
よ数ルルルル

に期び

の
連
一

調
達

業業

商商 期期場別川

契

校

学学

等等

間日所高高

成だ間成、

平た期平校
北 しを

９予長９道

年、延年海

１のる１寄

月算す月名

物ルルルる

す
る

ンン品 事

日品コココ物
ュの

項のピピピ等

等ン

タ様

称ーーー仕

名ュュ

び等

及タタ
処入

量書、

数文は

北月用説

１理札

競にる 教

争係。

月

育

入る

ご

局

札調

ろ

告 道

達 示 教以は 第

育下、 ２
号 庁入

上

」４
札年

川と月

教い

ンンン時

る量ココココ

調ン
ュュュュ

達１ピピピピ
タ

に当ーーーー期

後月

一一一

いり

おたタタタ

価

調単式式式式

ての一

が）

達

８８ 予
定台台台台

約
に
関
す
る
事
項

か囲と凌

日範こ日光

平であ）等

ら内が日高

成得校

成平り学

る 年
月）

月８式

３年。２
、 日

）明

限道

でを海

ま日北

教り及

道た書

海当

び 育の

上価求

庁単台台台要
仕 川）

育×××書

教台台台様

長式式式よ

局４一２に

河。

）））る

う日

職職職

育。マ

局

をケ
）ラ

告実シ

示

れ
さ

。成
る作

すで
施ュ

２１

さ××××

府
政
た

物
る校校校校

れ１１

等通学護護

品普盲養養

名））校校

の科校学学

び
及
量

数
、

称）） 一
三
二

契峰

該緑

当野

に良

度富

）

科科科

村業業業

約高 る
す

関
に

達
調

将
猛））

公
の
札

入
の

そ



６７

入開開札連

入入一

平 札保の

成

札札札証調

十 保金達

四 は契

年

証 日場日、約

六 免に

北 海

４５

約 審海海札入

契北北入

項 を旭上行

条 査道道執

っ市教場 を 行川川の札

山局及 す場 た永育所 示
と

道 公 報

者審アイウ

は査
か申請 のアを申申申 条
ウし類 のら請書 請請 ５
でけ提 のまなの ２のの

第

３

当こ当る件こ

資るあ条
の をが該と該こ付

格道

。般
入 有行調を調と一

物明物競
札 すう達証達

、 こ名品し品争
は る指
と競にたに入

号

２
北にい成

札の平

ウ入次

海参ず
も海

士すに北

道加れ年

商者該道

別る

月 除関

十 時所時金すす

八 るる

日

項
。事

にに

平成
成
年同同

年７じじ

火 ７月。。

月

曜 日
日ま

日 で

所条画日所

き６企び 場

総時

は
、

海

査目課北３北

審丁務
学階 海 結

校道 道 果番旭 を管教

請係庁 議
川 申理育 会 地

山 に川

永 者上 室
市

定れ出 規時方

６ 通教 郵

よるな にめば期法先 定
こな平申け郵北 るとら

道 件
ろい成請れ便海 条

書ば番 に。

ら育 一
よ年類な号教 付
り６の

庁 般、月提な
出い－上 競２

川 争の日先。

教 入かの

し参
方 。争関者関札

地
治 札、あ、加

自 入しで
速こ求格
法 に迅る要資

様審行 すなと仕の施 関
指フ書査令 るア。

サ載和 をー記昭 名タに

停
止ーの

示

業に当告

政 さビ要年

等要る第

高必す

学なこ

北は

、格。又

校資と号

道成

海平

中

）必
月に

業海

商北

川年

と
前こ

午の
着

）
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場
る
よ
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送
郵

に す局
総
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丁よ る企
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北郵校 、学 地は課 番合
） 上号
係 道番
理 海便
管

川
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及ら指育 札

月に海企 あ
び

よ道画 るに

作川務 で
掲日り旭総 の

学 入
るで成市課 、
げま

管 に
格た山校 札
資し永

係 加
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を申６

す書

ス件

かを目 よ
る類丁 し

いメを第 て・等令 れ
なン満

て以

こナし。

いテた号

のる

。スい下

とン

と

がを」

制と令

体こ政

示

等告

高道

備明い

整証

る
す
定
規
に
号
９

校第

学

平
、
は
合

の
品
物

と約名所

でのこ契
アイ

す

かに関

る部。に

あ一
を免

合
庁

同－
舎

号アイ

に入る捨税

落

をた札 分 事 掲札落額て

る額加金者 の 業 札 げ金

者 決

と

う

入に算額

ど提

と
るのな地 かし す番 う出

９

開

落北項当契要そ

１月
書 道札 規り

札約 海のた

時 に単 の作

財の 定の 者

れた。

さしう

よ価の 務

８

いで第

て者）

成説

予平札交交

イウ入
明

パパ
ーー
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ソソ年書 定付付
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借
貸
賃

ナナ

の称パ
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こ公ア

の

ナ

に定びソ

約予及ー

契

し事事

申税る在 よ時数

が担

る者を称地

出業務

。るす北郵電

とい当

こ

組道番番

たとる海便話

の育

しは織教号号

だき
、、
落共名庁

で 定

－ 札同称上－

相っ

あ に 札係し）にな

金も当た

る 当 及るたを

こ費額っす者

か た び消

税 て の税てるは

免 っ

額落

業 は 公等当落金、

金価を札

者 、 告の該札

定扱額格入決 で 入 に取

る 書 めいにと札定 あ 札

るに速 か に る１す書後

載 札未の記や を 記 入円

の 則お り）

決成 規に

問

い 定を 定

たっ否他

昭て めも 方要

２ 予て

和、 法

定 格
北規 価札

年に 定入

海
道す 有

当入

則資 月な

規る １効

を た札

第格

コ頃付 時場方 ルル月交

ピピ期関所法

ンンに

コ
ーーる

ュュす

場

項海海の

タタ事北北
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台台

コ

る期量ル
７７永上付

調

ー

に当ュ
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達１ン
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いりタ

おた
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予
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定
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の免務川線 体等総旭

一 場税課市

三 合事学永

三

理条

あ者管６
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っ申

わ さ に満で載か
て出係

入る消 ず れ 関の、すに

金 る数札こ費 、 た す端

。等 積 額 条がにと税 見

当 にる加の も に 件あ参
きる税 た 該 違とす課 っ

業 月 額 しは者事 １ 金 反
入そ、者 当 の た、は
た 札の消で

は端費あ 分り

単る

。し の限

号有 りに

者 ））

下い 価。

以な

限者 務し 制た 財の のし

」札 範落 則入 のを 規た

でと い財 内者 と、 囲札

る

台台山川す

最す う務

局

一一条育。

××６教

式式

目画
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務
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２

れ×

さ台

係
理

管
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物
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称
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、書丁
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の者
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。
るすり課
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条 条

札
入
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そ
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監監監の会病 で

１１
第

計 の実はに

院 査査査間

業 要部公施

概施、実事

及企た会

局営し区

北 海

公 監

地表 査

す平 公

る成

方
表自
。 第治

年 ４

６

法
号

月

第

日 条

道 公 報

．

第

． ．
．．． こ詳
の細
入は
札、
の入
執札
行説

号

契日こ

平約本の

成の語入
十手及札
四続び及
年き日び
六

監会計 び業。分

に本契

監福 施係健 実に保 査計
の部 間次祉 期る

規
の

項
４

第

つ
に

局

査 部

平
た

っ
行

り
よ

に
定

道

監

査

委

員

は明
、書
公に
開よ
する
る。
。

月お国約

十い通は

八て貨、

日

るき

す続

用手

使達

、調

火

語停

言の

曜

び等

及止

日

成

海平

北、
て実 い

通が

施 道
監
査年

委

局

永成
平

徳ら
か部

員月

成

道 に

海海海 度

北北北 年

査査査 る

監監監 係

道道

結
の

員員員 査

委委委 監
次

崎本田 を
果

山岡前

公

表

。
る

得
り

貨有

量る

ま

孝月
５

光年

の数っ

）こ。 て 治 本

お 療れ 事床り 病ら 業）人 、 院の は及に

修一 お
と

正榮 の

、

３２１
第

り
査監監定業院

監選事病

済営の査査しの事

経経

要会

性の実はに、概業

、健施、当決

次合

監、アイウエオ

て

事

はの規各旅前公工

査

の資工

、事性種費渡共

気業監 電工

２
平項の債業 眼 道主 業水

の 事用

査

に 年 箇務 医び対人 当 ６
をとて対 度 所に 療主し
し の従 し

て 入 病事 行て
院 床し い結％ 数て 、核延、い 道べ 性外％ 民

延な職 の床患 疾来とる

数 、のべっ員 健）者 患

いは 保は 主治患て数 康
と療者

、 持

効全方監た定計

病数る

に実て、

率化法査っ書

い部、出

及つ施は支

性
有て局提

び

求）

性べを払

効す出支

点つた拠

視にめ証

のて
て査類

い監書

に術

成に視権執金事技

重点の行の
行るの

年点収に執係）

置確いに入執

度を入つ

・に

係い保てつ札行

に
財実つて契つ

るてにい

にして手て

務施い約い

事 会

るつ

す。に

関た続

業
企

び計
会 及
業 計

とヶと路

北主緑主釧局

て病て院

病し丘し病

見
神、核苫

、精院結、

院

道

幌・向性小

羽
野

疾北

院般幌

病一札

立

し 療、
治院

の病
患

平 に
て院は。
成 資
精２ す人 神箇
で年 る
・所
、３ こ

人 神
をで 経病年月 と
疾床度

現 営年 患当 数日 経、
度 の初

在 の

）初 療計、 基床当 治の

本

画 とにの 病
しお計 院

関

地に他

実料の

、資そ
、類

にき書

査づ係

監基
施のり

実出よ

り抽に

よ

た

。にし

た法施

し方実

び
及

行
執
の

務て

事い

よ

陽疾牧

業
事

る
係

に
営

経

丘の院

院経ヶ患病

病神

院

治病

の院療

患病治

疾

、
院
病

院差
病江

院
病
療

病
都
寿

一院 三、 四

病
別
紋

て 箇と 務

てい画 ２人 業

、

営務っ 定

一経業 所な 予

般

行）定い

疾を量予 病て

の

を
業
事

務
事

り。

患床

、
院

い
つ
に

理
管



アイウエオカキ

平
成 法収予予経経火

十 令入算定済営災

四 、確を価性の事

年 条保目格、健故

六 例に的の効全等

北 海

計お指 摘導討

な 指指検

数数数監事

件件件、摘
果

結
査項

道 公 報

方こ監監監区 立

３１
第

ーらの結の

メれ査査査

業果の果分 トの結果結

対に分指収 に務区、

ル

第

に年

３

す度

こ工本資度 の る

れ業事すの 販 こ

ら用業る給 売 と

の水はこ水 を

業道、と量 電
ロ 営務事産をは 力キ 経
量 のに業業経

号

おた気事

なれ電本

さ
２

般会、

一業は

、。事業

患と

疾計主

月 、適外積率化が

十 規切に算性を生

八 則な支に、図じ

日

効必い

、措出誤有るて

をてが性要る

通置しり

あの

に要いあのがも

達
違するり見

火

の損かも

反るも、地る

しも

曜

いが改又

ての害らの

日

次
は

る生善は

り
お

と
の

し
分

区
、

事事財入 し従摘

事
摘

指

し項

て

支 て、務

職事に

とる導出 ％い指

約 関 て数及

っ員項契 な

討す固資 る、検

いはび

定産 成事

。平

はワ 基従会立営 ッ 本事計地の ト とし条基 時 して件本 に ていのと立 対 、る整し方 し ８職備てメ

箇員の、ー キて
数一５ト ロ 所

は環箇ル ワ の

しの、

ッ 発％、と所で

所な成て工年

ト 電と平

総

病川

療河

治て

のし

時

一

札の

ち発

う開

の合

院

じを事

病し

野と

北環

幌

る管

いすの

のて要業

も

改
に
営

のの運

もも理

る

項

る
す
要
を
善

て
い

つ
に

局
部
、
は

記
明
を
名

項

し

る

も品 月た事 ３し物 年と

他 在、の 現はそ 日の項

表

、次

経関事

おにる項 とと営す 人の

工業度

っり

な

で にっ

用水初 、 おて年業用当

てる月水道の 年 いい３

のに計 度 電。
現給い 初
力日供お画 当
の

、行供務

の 供在をて業

い給予

計 給
画 を
行人、を定

な民っ） 業 っと道行量

務 て

つ源

に電

院て
おっ経て

平い

、行

はを

て発

い開
道

成、

の
も

１の

月済

４経

年民

契

徴を団かに

限を賃も約

た

定あす支体か係

特が

。
か。旅

が指もた

≪アイ

担事金時か費

負導賃臨

る

いあ計 てで

す項職わ

。。

る
る≪アイ

が支指職未

職

週と員 円 満 、出摘１員

係項間同公 が の こに事

れ

予 りて済お

定 、いのり

当量る発、

年）。展当

２

指診よ

に財監と≪に

の
り入導療り

つ務査お収
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